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１．飼養頭数 ①経産牛 55頭 ②乾乳牛 5頭 ③子牛・育成 35 頭 

２．乳量 ： 32kg/日/頭   

３．飼養施設 ： つなぎ牛舎 

４．作業人数 ： 4 人 戸田さん御夫婦、両親 

５．乳肝の使用期間 ： 平成１８年 6月～現在に至る 

６．乳肝の使用ステージ ： 全頭給与 但し、乾乳牛は今年初めから給与開始 

７．給与量 : 乾乳牛 120g、泌乳通期 150g 

８．給与方法：TMR で混合給与 

 

①乳量 ： 使用以前から 30ｋｇ以上搾れていたが現在も維持している。 

②乳質 ： 体細胞数 使用前 30 万後半 → 使用後 20 万 

③病気 ： 以前から周産期病の問題は少なかったが、乳房炎にかかっても軽い症状で 

治療出来るようになったと感じている。 

 

 こだわりの牛乳を生産するため、毎日乳質の検査を行っています。また、33㌶で良質

な粗飼料作りに取り組み、現在では全体の 5 割を賄うことに成功しています。しかし、

どの農場でも同じことが言えますが、四季の変化、特に夏場は乳質の変動が激しくなっ

てしまいます。四季による乳質の変動を極力安定（夏場の暑熱対策等）させたいと思い、

特にビタミンＣ入りの良い添加剤を探していた時に薬屋さんから紹介されたのが乳肝

プラスＣでした。結果は期待に添うものでした。 

＜営業マンより＞ 

乳肝プラスＣには、強肝作用を有する成分と、夏場のヒートストレスを軽減するビタミンＣを 

バランス良く配合しています。これから夏場に向かう牛さんの健康維持にお役立てください！ 

 良質な牛乳を生産するには良質な粗飼料が大切です。現在３３ｈａの牧草地を確保

していますが、飼料の高騰にも耐えうる酪農経営のためにも自給自足による良質粗飼

料の生産を行っていきたいと思っています。 



 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
ホームページアドレス 

http://www.bioscience.co.jp/ 

 
本社・工場  徳島県阿南市那賀川町工地 246-1 

札幌営業所  北海道札幌市東区北 31条東 16-2-2 

帯広営業所  北海道帯広市西 6条南 6-3 ｿﾈﾋﾞﾙ 5F 

福島営業所  福島県伊達市舘ノ内 38-44 

関東営業所  栃木県宇都宮市御幸町 44-1 

阿北営業所  徳島県板野郡上板町七条字古町 54-1 

熊本出張所  熊本県熊本市清水新地 1-1-7 

TEL:0884-42-3090 

TEL:011-786-8399 

TEL:0155-25-0002 

TEL:024-584-2808 

TEL:028-663-1129 

TEL:088-694-6282 

TEL:096-345-8272 

☆脂肪肝による周産期疾病の悪循環☆ 

 

ケトン体の過剰 

分娩、ヒートストレスによる

飼料摂取量の低下 

ケトーシス 
肝臓の負担により脂肪肝の悪化 

エネルギー不足 

 

第四胃変異 

第四胃の運動が阻害 

「バイパスサプリ乳肝」は、①乳量・乳質の向上，②周産期の対策， 

③繁殖成績の改善を目的に開発したルーメンバイパス製剤で、ルーメン

内で分解されにくく、小腸で速やかに吸収されるようにコーティング処

理をしてあります（バイパス率 80％以上：自社試験）。 

「バイパスサプリ乳肝」には、肝臓の健康に必要とされる７種類のビタ

ミン・アミノ酸を主にバランス良く配合しているので、日常の栄養管理

のサプリメントとして十分に役立つものと確信しております。 

「バイパスサプリ乳肝プラスリジン」には、乳肝にプラスして不足がち

なアミノ酸であるリジンを配合した商品です。アミノ酸バランスを整

え、効率の良い乳生産が期待できます。 

  

～「バイパスサプリ」シリーズのご案内～ 
乳牛用混合飼料 

ババイイパパススササププリリ乳乳肝肝
ミルカン

ププララススＣＣ  

「バイパスサプリ乳肝」に、さらにバイパス処理したビタミンＣを配合した 

「バイパスサプリ乳肝プラスＣ」を発売しております。ご期待下さい！ 

   

エネルギー不足 

に陥る 

脂肪肝 

☆分娩・ヒートストレスに起因するケース☆ 

飼料摂取量の低下 

好評発売中！ 

乳牛は、外気温度が 19℃以上になると暑熱対策が必要といわ

れるほど暑さに弱い動物です。暑熱により高体温が持続して

しまうと、発情兆候の微弱化・発情回帰の消滅などの繁殖障

害や免疫力低下により乳房炎などの感染症が発症し、夏バテ

症状は経営を圧迫する最大の被害になる事があります。搾乳

牛は特に産乳時の発熱と夏季の高温で免疫力が極端に低下し

ていますので、飼養環境と飼料には十分注意が必要です。「乳

肝プラスＣ」には、免疫力増強効果のあるビタミンＣを消化・

吸収しやすいようにバイパス処理し配合しておりますので、

夏バテ防止・健康維持にご期待ください。 

＜含有する有効成分（バイパス処理）＞ 

メチオニン，ビタミンＣ，ビタミンＢ1，ビタミンＢ2， 

ニコチン酸，パントテン酸カルシウム，葉酸，ベタイン 


